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2月第 3=4週の主日礼拝説教要約

・2月 20日 :マルコ福音書 2:13-17.

「 治療を要する者たち 」

・2月 27日 :マルコ福音警 2:18-22,

「 その時:こ為すべきこと 」

衣笠病院教会 牧自藤宮原晃一部



説 教 《′傷泰争姜する者たち》

アルファイとし`う名の父轟えの子のレヴイとヽ`う歌税人が、ガリラヤ湖

■の歌税計で
｀
聞癬K蠅枠魏,1丸蠍税等)のイ波域ス吟驚務き蹴り仕切ってヽ`る

と、その前争鸞り紗卜かったイエスが彼 1(澤 》力`けて、築わぐたと lヽう エ

ピソードで
｀
す。代ったのは、季∴な取り上て争するとの難が絶えなヽ`戦

維の歌税人で
｀
す。賞11々 と変化する、彼 らしか芸?り えなゝ`税率 |て、傲炒 i(上

驚ヤヒて非蔵された本本の統合との差額が、彼らの収入となる仕趣みで、

救なずれる側の人々は、唯々議.々 とその1税壊な史オムうとう`なう`ったので

した。

ある農、その歌統人のレザイがイエス争自分の(人親の?)郊宅の晩拳

1費3ヽ た`ことがありまtた て,そ こitは なぜか、パ ijサ イ人の律法学者も

躙席 してヽ`ます。こかヒ彼の働には、イエスと薬子たち械ま′ごヒも、出席

者のサ|(、 機く付きと思ヒき人々の姿が独凡.さ れます。ま,人のレヴイと

械異なる、使璃人の取税人やその機の鼻人臨崚で
｀
もが、よりI(ま って、一

像争越えて、一壼 |〔 会してヽ`たのザす。ノこまた崚雄くltヽ た`イエスの弟

子に聞ヽ`賞します、「これは、一体 どヽ ｀ヽ う`ことなのか ?」。すると、その

場仰鑢り承り争率夕9し たイエスケヽ 薬子|(代わって込答ヒました。

颯者な藤姜とするのは、丈人な人で
｀
はなく痛人である。れが未た

のは、ヱしヽ`人争オgく ためで
｀
はなく、罪人争オ薔くためで

｀
ある。

自宅 |(オ観奪してヽ`たの11欧萩.人のレヴイ
~て｀`
したすヽ その内賞はイエス

ケ噌綱寺した|こ雑 しヽ`本構デ蜂ど
｀
で
｀
した。

すると今度ば、樺法学者のすが傲炒なЙ聴 ltム たすねます。彼 もその

特の十lt、 一人のよ訓寺ふとしてヽ`たう`らて
｀
す。彼が掌の嘗関イき雄て出入

りの若鑢警几漱って :ヽた 、など
｀
とヽ`う薔ヒ紛れの鮮私 11族景まれな|ナ ね

ばなりません。

すて、本ネならファ∫`サイ人や樺法学者はふ籠的 |(イ エス
=試
みる側

の人瞬で
｀
す。もちろんイススが神の子であること(1、彼 ら|(11-怯λ暇う`

すね妻ゼん。ザタンなら、真 |1露 争タヮリつつ、なおもイエスを試みることで
｀

こょう。ヽ`ず
｀
れ|(ヒ ても神拳試みる饉嫌、一標にサタンと同標の行動を

輝たり浚す。

|ナ など
｀
も、イエス|(格 かれた畢人ノ《ちの十1(は、誰一人として、彼争試



みる漱|ね 1載 ゼん。紳争試みるとヽ`う、薇建物がれしてlfな らなヽ`量入

の罪itかれする者はヽヽなヽ`ので
｀
す。そんな彼らこ資、準九して神の爛‖〔

悔ヽ`吹める者たちて
｀
あり、神の国it一春逹ヽ`ところitヽ て`そこlt認 き入

ねらねる奪たちで
｀
あること争、イエスぼ輔椰むしてヽ`るので

｀
す。

その自、日席 してヽヽたフソ
'リ
サイ旅の律議学者も、会く岡ビ人間、悔ヽ`

改めて、神の道、金の礎へと進おべき人間なので
｀
こた。

説 数 《その時 |(轟ずべきこと 》

なゼヽ 私ノ(ち が新会をヒても、あなたは几てくださらず、手行なヒ

ても、ま,っ てくださらなヽ`ので
｀
すか。(留意協会終周訳イザヤ會58:3a)

イ丸ら(1ノ ンヽガーストライキをしてヽ`るので
｀
はありまぐん。雄かに向う`

って抗議會してヽ`るので
｀
はなく、村颯(対 して、してヽ`ることなの`て

｀
す。

人間lt械堪え
`選
ぶべき哺

"〈

あり、誰う`う` ら従されたり強ヽ`られたりす

るまて
｀
もなく嚢んで新会を行なう時嗜1あ ります。ただ、それが劇颯t対 し

て為されてヽ`るとヽ`うことうヾ恙♯tら れると、人間θ》、人間11よ る、人間の

ための新会と化してヒまうので
｀
す。これ1漬 もう、唸ゴム争すふえながら滝 it

打たれてヽ`るのと畷ビで
｀
す。その対象は、キら自分自身や終岡体のアξめ

|モ そうヒてヽ`る|(地 ぎ妻ヤん。

∫誉たの十永滝斌のユダヤ人ず〔ちの翻の甫に、人とくイ奪ち|(ヒ 神の十

デム塊ヒてヽ`たのだとしても、薇ら(資脇露も減傷ず新会争継撓してヽ`た

のて
｀
す。自らit諫 した薔行として。

イエスlt露 秒縁すれた人なら、懸ヒメ1なが餞で
｀
あるのう`な几てま口りま

す。|ナ れとも、その輩争几てもイ吉ビなヽ`な人|(は、JIき 統きイエスが誰

なのかは几えなヽ`ままなので
｀
す。

彼ら綾、驀醐わ1上 まった機鶴ま麗と同ビで
｀
す。水と鶴ビくおヽ`革袋|(鞣

める事うヾでき威す。イヤ争爺‖(し ても、機怖も歓暮も咸義も悔ヽ`改めもあ

りまヾ ん。

けれど
｀
も、幕キヒく綴卜湯掌うヾ鶴まっf(幾 鶴J議 lf轟江、ヽ構す。こちらぼ菫駐帝の

革袋で41構 ち鱗ヤん。本本なら樽デ藤姜で、水魏で
｀
も代用できます。な

ギか、縦囃鍵ひ`
｀`が必暴で

｀
ある場春にのみ 馴綸tt｀革堰爛 争璃ヽ`なければ

｀
な

り滅ゼん。人う(総 しい人鑓として上と鉄鋼《ナきだすように。



ふ |ま救置すると劣化します。人間も晨ビです。けれど
｀
も、ふにも::中の手

うヾ力,わ るとお化しなヽ`典蛛 と 1ヽ鸞 鶴J酌 ムヾふ上豫`
｀
ウ妻す。見えな峰`嗜「ξ

曇lt亀影がキえらみるよう|(。 人々ぼ新会など、してる場春で鍾なかっ

たのです。上を遊えて。

|ナ れど
｀
も、上が十字象:1栄 けらみる時がぶます。その』キlfき っと会事

うヾ啜摯理らなくなるで
｀
こょう。 こかと甦りの時が未ます。その時が水た

なら、上 if幕び薬子メこちと共 |て 、会卑き圏むこと|(な るで
｀
こょう。やがて

,ヾ ンど機鶴J轟 :1賀なる虫来事のた金とこて会される壼キが未るで
｀
こょう。
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(礼拝ゆみ )
*:受難遷霧集会鐘あ讐ません。
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